
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
の
経
緯

平
成
28
年
５
月
27
日
「
教
育
改
革
・
学
生
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
助
成
補
助
事
業
」
の
募
集
案
内
を
受
け
て
、
同

６
月
10
日
申
請
書
を
提
出
し
た
。
５
月
31
日
素
案
を
基
に

各
専
攻
幹
事
宛
に
メ
ー
ル
に
て
計
画
へ
の
参
加
の
可
否
を

打
診
。
事
前
に
口
頭
で
事
務
部
へ
日
程
、
宿
泊
所
、
参
加

者
募
集
、
受
け
入
れ
体
制
な
ど
に
つ
い
て
打
診
、
申
請
の

内
諾
を
得
た
。
６
月
16
日
専
攻
幹
事
会
承
認
。
７
月
２
日

研
究
科
会
議
承
認
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
途
上
国
の
人
材
育
成
、

国
際
貢
献
、
当
研
究
科
へ
の
入
学
者
増
、
当
研
究
科
在

学
生
の
国
際
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
海
外
か
ら
の
学
生
向
け
の
科
学
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
当
研
究
科
に
４
つ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
（Chem

istry�&
�Biology,�Electronics�&

�Com
puter�Science,�D

esign�&
�

A
rchitecture,�Business�M

anagem
ent

）
を
設
け
、
大
学
３
年
生
以
上
と
大
学
院
の
学
生
お
よ
び

大
学
卒
業
は
ま
た
修
士
修
了
の
社
会
人
を
合
計
20
名
受
け
入
れ
、
日
本
語
と
専
門
分
野
の
実
践
的
な
教

育
を
行
う
。
期
間
は
３
月
中
の
２
週
間
と
し
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
午
前
中
に
50
分
×
３
時
間
（
日

本
語
１
時
間
、
専
門
科
目
２
時
間
）
の
講
義
、
午
後
は
実
践
的
な
研
究
、
実
習
を
行
う
。
ま
た
、
休
日

を
利
用
し
て
、
地
域
住
民
と
交
流
し
た
り
、
日
本
文
化
に
親
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
。
当
研
究

科
の
研
究
内
容
に
触
れ
、
ま
た
教
員
や
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
当
地
の
住
環
境
に
慣

れ
る
こ
と
で
、
当
研
究
科
へ
の
入
学
に
対
す
る
不
安
を
除
き
、
入
学
を
促
進
す
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
。

ま
た
、
本
研
究
科
の
学
生
に
と
っ
て
も
国
際
的
な
感
覚
を
身
に
着
け
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
色
・
独
創
性
及
び
期
待
さ
れ
る
成
果
と
意
義

語
学
研
修
と
サ
イ
エ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
本
格
的
な
日
本
へ
の
留
学
を
促
進
す
る
た
め
の
準
備
段
階
的
な
も
の
で
あ
る
。
日
本
と
距
離
的
に

は
近
い
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
若
者
に
と
っ
て
も
、
言
語
、
宗
教
、
文
化
、
生
活
習
慣
、
国
民
性
な
ど
、
日

本
留
学
に
対
す
る
不
安
は
大
き
い
と
推
測
で
き
る
。
ま
ず
は
気
軽
に
短
期
間
日
本
で
生
活
し
、
専
門
分

野
の
知
識
、
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
で
そ
の
障
壁
を
軽
減
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
る
。
本
研
究
科
へ
の
入
学
者
増
、
国
際
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
近
畿
大
学
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

［特集］
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へ
と
発
展
で
き
れ
ば
そ
の
意
義
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
期
待
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
将
来
は
文
部
科
学

省
等
が
募
集
す
る
教
育
関
係
外
部
助
成
資
金
に
応
募
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
。

内
外
の
関
連
す
る
取
組
と
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
位
置
づ
け

前
述
の
と
お
り
、
国
家
的
な
取
り
組
み
と
し
て
大
学
の
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
30
に
採
択
さ
れ
た
13
大
学
は
平
成
22
年
度
よ
り
、
海
外
で
の
進

学
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
英
語
に
よ
る
講
義
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
て
、
多
く
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
海
外
で
は
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
以
前
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

日
本
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
近
畿
大
学
で
も
積
極
的
に
外
国
人
教
員
の
採
用
や

留
学
生
の
受
け
入
れ
を
行
う
べ
く
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
未
だ
十
分
と
は
言
え
ず
、
本
研
究
科

が
大
学
全
体
の
体
制
づ
く
り
の
先
駆
け
と
し
て
、
必
要
な
制
度
や
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
を
構
築
し
、
実
践

的
な
視
点
か
ら
問
題
点
を
洗
い
出
し
て
、
発
展
的
な
将
来
構
想
に
つ
な
げ
た
い
。

当
初
計
画

　

募
集
は
各
コ
ー
ス
５
名
、
合
計
20
名
。
対
象
は
大
学
学
部
３
年
生
以
上
、
大
学
院
在
学
中
、
大
学
卒

業
ま
た
は
修
士
修
了
社
会
人
。
期
間
は
２
週
間
。
月
曜
～
金
曜
午
前
中
講
義
50
分
×
３
コ
マ
／
日
。
日

本
語
１
コ
マ
、
専
門
科
目
２
コ
マ
／
日
。
合
計
日
本
語
10
コ
マ
、
専
門
科
目
20
コ
マ
。
専
門
科
目
は
１

科
目
あ
た
り
２
コ
マ
と
し
て
10
科
目
。
サ
イ
エ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
後
に
各

４
時
間
開
講
し
、
専
門
分
野
の
実
践
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
そ
の
た
め
の
材
料
消
耗
品
費
と
し
て

年
40
万
円
計
上
し
て
い
る
。
土
曜
日
、
日
曜
日
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
交
流
。
講
義
は
す
べ
て

英
語
で
行
い
、
専
任
教
員
が
担
当
す
る
。
各
講
義
、
演
習
に
は
大
学
院
生
が
Ｔ
Ａ
と
し
て
補
助
す
る
。

（1）Chemistry�&�Biology
（2）Electronics�&�Computer�Science
（3）Design�&�Architecture
（4）Business�Management
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（
時
給
２
０
０
０
円
）
そ
の
際
の
大
学
院
生
ア
ル
バ
イ
ト
料
28
万
円
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
と
し
て
計

上
し
て
い
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：
３
月
第
１
、２
週

参
加
者
の
募
集

学
術
連
携
協
定
締
結
大
学
（
虎
尾
科
技
大
学
、
タ
イ
グ
エ
ン
大
学
）、
東
西
大
学
（
韓
国
）、

H
asanuddin�

大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
）、
マ
レ
ー
シ
ア
工
科
大
学

マ
レ
ー
シ
ア
日
本
国
際
工
科
院
（
Ｍ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
）（
松
崎
先
生
経
由
）、
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
、
ハ
ノ
イ
法

科
大
学
（
日
本
語
学
校
講
師
山
田
博
之
氏
経
由
）
等
に
国
際
交
流
委
員
会
（
委
員
長
肥
川
先
生
）、
荒
川

前
学
部
長
、
学
生
支
援
課
松
尾
氏
を
通
じ
て
募
集
の
案
内
を
送
付
。
同
時
に
、
大
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
募
集
要
項
、
申
込
書
式
を
リ
ン
ク
。

申
し
込
み
受
付
と
応
募
者
へ
の
連
絡
は
松
尾
氏
が
担
当
。

実
施
報
告

平
成
29
年
２
月
１
日
―
９
日
にK

indai�International�Science�Course�2016

を
実
施
し
た
。
当
初

の
募
集
は
20
名
で
あ
っ
た
が
、
60
名
近
い
応
募
が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
参
加
者
に
当
研
究
科
へ

の
入
学
を
動
機
づ
け
た
い
こ
と
か
ら
、
参
加
者
を
28
名
と
し
た
。
実
施
期
間
に
つ
い
て
は
、
２
月
22
日

ま
で
に
予
算
執
行
を
終
え
る
必
要
の
あ
る
こ
と
や
学
内
の
行
事
日
程
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
、
春
節
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
２
月
１
日
―
９
日
と
し
た
。
ま
た
、
当
初
の
予
定
で
は
15

日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い
た
が
、
宿
泊
所
の
確
保
、
お
よ
び
そ
の
経
費
な
ど
を
勘
案
し
て
９

日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
た
。
結
果
的
に
は
充
実
し
た
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
最
適
な
日
数
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

参
加
者
28
名
、
内
訳
：
台
湾
12
名
、
中
国
７
名
、
タ
イ
１
名
（
以
上
虎
尾
科
技
大
学
）、
ベ
ト
ナ
ム

６
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
２
名
。

補
助
学
生
：
在
学
留
学
生
６
名
（
内
２
名
は
就
労
資
格
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
日
本
人
学
生
１
名
、

専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
補
助
生
物
環
境
化
学
科
１
名
、
建
築
学
科
６
名
。

宿
泊
所
：
２
月
１
―
９
日
（
４
日
除
く
）
筑
豊
ハ
イ
ツ
、
２
月
４
日
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル

実
施
概
要

２
月
１
日　

空
港
で
の
迎
え
、
宿
泊
所
へ
の
入
所

金
子
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
山
田
博
之
氏（
ベ
ト
ナ
ム
学
生
引
率
）、
松
尾
祐
介
、
末
永
沙
織（
学
生
支
援
課
）、

藤
井
政
幸
、
在
学
留
学
生
６
名
（
内
２
名
は
就
労
資
格
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
日
本
人
学
生
１
名

２
月
２
日　

９�

：�

30
―
16�

：�

20

９�

：�

30
―
10�

：�

00　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

10�

：�

00
―
11�

：�

00　

必
須
日
本
語

11�

：�

00
―
12�

：�

30　

講
演
会　

山
田
博
之
氏
（�

Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ベ
ト
ナ
ム
国
際
投
資
株
式
会
社
勤
務
、

日
本
語
講
師
）

司
会
：
藤
井
政
幸
、
通
訳
：
于　

靖
暉
、
邱　

俊
彰

聴
講
者
：
45
名

第１日（日）：レセプション、教員紹介、施設見学、市内見学。
第２日（月）～第６日（金）、第９日（月）～13日（金）
９：00－９：50　日本語
10：00－10：50　専門科目
11：00－11：50　専門科目
13：00－17：00　サイエンストレーニング
第７日（土）、第８日（日）エクスカーション、文化交流
第14日（土）：フェアウェルプログラム
第15日（日）：出発
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日本語で自己紹介

山田博之先生講演会

13�

：�

30
―
16�

：�

20　

専
門
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
環
境
化
学
コ
ー
ス
：
研
究
室
紹
介
森
田
教
授
、
神
武
准
教
授

電
子
通
信
工
学
コ
ー
ス
：Practical�Raspberry�pi�program

m
ing

（
白
土
、
江
崎
）、3D

�M
odeling�

w
ith�3D

�Printer

（
森
）、3D

�M
odeling�by�PhotoScan�Softw

are
（
森
）

社
会
環
境
科
学
コ
ー
ス
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）：T
eam

�building

（
長
谷
川
直
樹
、
坂
田
）、

Lecture
1

（
近
大
亭
等
、
経
営
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
取
り
組
み
、
日
高
）、W

orkshop
1

（Research�
Planning

、
河
、
飯
島
）

10�

：�

00
―
17�

：�

00　

社
会
環
境
科
学
コ
ー
ス
（
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
）：

バ
ス
に
て
北
九
州
市
内
建
築
物
見
学
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ
ー
ア
ム
、
小
倉
城
、
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
等

津
田
教
授
、
堀
英
祐
講
師
、
補
助
学
生
２
名

内
容
：

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
虎
尾
科
技
大
学
の
６
名
。
10
時
に
本
校
キ
ャ
ン
パ
ス
を
出
発
し
、
小
倉
城
に
11

時
に
到
着
。
小
倉
城
と
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
13
時
ま
で
自
由
行
動
し
、
13
時
10
分
に
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
向
け
て
出
発
。
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内
で
、
16
時
ま

で
見
学
。
留
学
生
た
ち
は
非
常
に
興
味
を
い
だ
い
た
よ
う
で
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
に
積
極
的
に
質
問
し
て

い
た
。
そ
の
後
、
疲
労
感
が
大
き
か
っ
た
よ
う
な
の
で
、
筑
豊
ハ
イ
ツ
に
向
か
っ
た
。
筑
豊
ハ
イ
ツ
着

は
17
時
。
本
ツ
ア
ー
で
は
、
中
国
語
と
日
本
語
を
話
せ
る
台
湾
か
ら
の
留
学
生
（
来
年
度
、
本
科
に
進

学
予
定
）
に
大
い
に
助
け
ら
れ
た
。

２
月
３
日　

８�

：�

00
―
17�

：�

00　

工
場
見
学

サ
ポ
ー
ト
：
藤
井
政
幸
、
在
学
留
学
生
６
名
、
日
本
人
学
生
１
名

通
訳
：
藤
井
政
幸
、
于　

靖
暉
、
邱　

俊
彰

８�

：�

00　

筑
豊
ハ
イ
ツ
出
発

９�

：�

30
―
10�

：�

40　

株
式
会
社
シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん

13�

：�

35
―
15�

：�

00　

株
式
会
社
ト
ヨ
タ
九
州
自
動
車
宮
田
工
場

17�

：�

30　

筑
豊
ハ
イ
ツ
帰
着

シャボン玉石鹸見学

トヨタ自動車九州見学

２
月
４
日　

福
岡
市
内
見
学　

10�

：�

00
―
17�

：�

00

松
尾
祐
介
、
藤
井
政
幸
、
在
学
留
学
生
６
名
、
日
本
人
学
生
１
名
が
ガ
イ
ド
し
て
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て

博
多
、
天
神
周
辺
を
案
内
。
福
岡
市
の
繁
華
街
、
歴
史
的
建
築
、
住
環
境
を
紹
介
。

２
月
５
日　

休
日

参
加
者
は
宿
泊
所
で
休
養
、
福
岡
市
内
の
見
学
な
ど
自
由
時
間
を
過
ご
し
た
。
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博多駅前にて

宿泊所筑豊ハイツにて

２
月
６
日

９�

：�

30
―
10�

：�

20　

日
本
語
教
室

藤
井
政
幸
、
在
学
留
学
生
６
名
、
日
本
人
学
生
１
名

10�

：�

30
―
12�

：�

20
、
13�

：�

30
―
16�

：�

20　

専
門
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
環
境
化
学
コ
ー
ス
：
研
究
室
紹
介
森
田
教
授
、
岡
准
教
授
、
菅
野
教
授
、
湯
浅
講
師
、
大
貫
准
教

授電
子
通
信
工
学
コ
ー
ス
：Robot�control�w

ith�A
rduino

（
平
野
）、3D

�M
odeling�w

ith�3D
�

Printer

２
日
目
（
森
）、3D

�M
odeling�by�PhotoScan�Softw

are

２
日
目�
（
森
）

社
会
環
境
科
学
コ
ー
ス
（
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
）：International�W

orkshop�in�Iizuka�

ま
ち
あ
る
き

編
（
金
子
、
益
田
、
小
池
＋
補
助
学
生
：
大
学
院
生
２
名
・
４
年
生
３
名
、
協
力
：
建
デ
４
年
林
竑
逸
）

内
容
：
本
コ
ー
ス
で
は
、
学
生
同
士
の
交
流
を
主
た
る
目
的
と
し
、『
飯
塚
本
町
商
店
街
を
楽
し
む
』

を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
最
初
の
１
時
間
で
自
己
紹
介
、
チ
ー
ム
分
け
お
よ
び
飯

塚
を
紹
介
す
る
オ
ー
プ
ン
ニ
ン
グ
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
飯
塚
本
町
商
店
街
へ
向
か
い
、

飯
塚
本
町
商
店
街
→
東
町
商
店
街
→
嘉
穂
劇
場
→
千
鳥
屋
本
店
の
順
番
で
ま
ち
あ
る
き
を
行
っ
た
。
そ

の
後
大
学
へ
戻
り
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
次
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
向
け
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

社
会
環
境
科
学
コ
ー
ス
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）：Lecture

2

（Experim
ental�D

esign�
m
ethod�and�estim

ation

、
太
田
、
坂
田
）、Fieldw

ork

（
河
、
飯
島
、
太
田
、
坂
田
、
長
谷
川
徹
、

日
高
）

日本語クラス

Business Management Workshop

２
月
７
日

９�

：�

30
―
10�

：�

20　

日
本
語
教
室

藤
井
政
幸
、
在
学
留
学
生
６
名
、
日
本
人
学
生
１
名

10�

：�

30
―
12�

：�

20
、
13�

：�

30
―
16�

：�

20　

専
門
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
環
境
化
学
コ
ー
ス
：
研
究
室
紹
介
藤
井
教
授
、
河
済
教
授
、
田
中
教
授
、
松
本
准
教
授

電
子
通
信
工
学
コ
ー
ス
：Introduction�of�discharge�plasm

a�and�their�application

（
喜
屋
武
）、

3D
�M

odeling�w
ith�3D

�Printer

３
日
目
（
森
）、3D

�M
odeling�by�PhotoScan�Softw

are

３
日

目
（
森
）

社
会
環
境
科
学
コ
ー
ス
（
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
）：International�W

orkshop�in�Iizuka�

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
編
（
金
子
、
益
田
、
小
池
＋
補
助
学
生
：
大
学
院
生
２
名
・
４
年
生
３
名
、
協
力
：
建
デ
４

年
林
竑
逸
）

内
容
：
昨
日
の
ま
ち
あ
る
き
及
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て

チ
ー
ム
で
の
作
業
を
続
け
た
。
15
時
よ
り
予
定
通
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
表
会
を
２
３
２
７

製
図
室
に
て
行
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
お
菓
子
と
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
き
て
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
、

よ
り
親
睦
を
深
め
た
。

社
会
環
境
科
学
コ
ー
ス
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）：W

orkshop
2

（Presentation

、
河
、
飯
島
）

(44)

六

【特集】近畿大学インターナショナルサイエンスコース2016報告書　



Design & Architecture Workshop

産業理工学部３号館にて

２
月
８
日　

８�

：�

00
―
17�

：�

00　

工
場
見
学

サ
ポ
ー
ト
：
藤
井
政
幸
、
在
学
留
学
生
６
名
（
内
２
名
は
就
労
資
格
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
日
本
人

学
生
１
名

通
訳
：
藤
井
政
幸
、
于　

靖
暉
、
林　

竑
逸

８�

：�

00　

筑
豊
ハ
イ
ツ
出
発

９�

：�

30
―
11�

：�

30　

新
日
本
製
鐵
住
友
金
属
株
式
会
社

15�

：�

00
―
16�

：�

40　

安
川
電
機
株
式
会
社

18�

：�

10　

筑
豊
ハ
イ
ツ
帰
着

安川電機未来館見学

新日鐵住金八幡製鉄所見学

２
月
９
日　

９�

：�

00
～

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
空
港
、
博
多
駅
ま
で
の
見
送
り

藤
井
政
幸
、
在
学
留
学
生
６
名
（
内
２
名
は
就
労
資
格
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
日
本
人
学
生
１
名

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
し
た
今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画

平
成
29
年
度
は
９
月
５
日
―
10
日
に
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
18
名
、
ベ

ト
ナ
ム
３
名
、
ス
ー
ダ
ン
１
名
が
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。
30
年
度
に
も
教
育
改
革
・
学
生
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
助
成
金
が
得
ら
れ
れ
ば
、
是
非
と
も
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
い
。
平
成
28
年
度
の

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
よ
り
、
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
若
者
に
と
っ
て
の
言
語
、
宗
教
、
文
化
、
生
活
習
慣
、

国
民
性
な
ど
日
本
留
学
に
対
す
る
不
安
を
取
り
除
き
、
本
格
的
な
日
本
へ
の
留
学
を
促
進
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
実
感
で
き
た
。
ま
た
、
日
本
の
大
学
院
で
学
び
た
い
と
い
う
強
い
熱
気
と
留
学
を
支
え
る
経

済
的
な
基
盤
も
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
実
際
に
、
今
回
の
参
加
者
の
う
ち
の
２
名
は
当

大
学
院
へ
の
受
験
を
表
明
し
て
、
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
ま
ず
は
、
平
成
25
年
度
以
降
入
学
定
員
を

充
足
で
き
て
い
な
い
本
研
究
科
へ
の
入
学
者
増
を
図
る
べ
く
、
早
速
に
海
外
か
ら
の
学
生
募
集
体
制
、

入
試
シ
ス
テ
ム
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
整
備
、
経
済
支
援
策
、
学
業
支
援
策
、
生
活
支
援
策
の
強
化
を
図
り

た
い
。
学
生
募
集
促
進
の
た
め
に
ま
た
、
海
外
か
ら
の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
）
を
設
置
し
て
、
よ
り
多
彩
な
留
学
制
度
を
整
備
し
て
い
く
。
学
生
募
集
の
体
制
強
化
策
と
し
て

は
日
本
学
生
支
援
機
構
主
催
「
日
本
留
学
フ
ェ
ア
」
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
各
国
の
大
学
の
国
際
交

流
関
連
部
署
、
現
地
日
本
語
学
校
、
在
日
日
本
語
学
校
と
の
関
係
を
深
め
、
よ
り
多
く
の
海
外
の
大
学

と
の
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
お
よ
び
教
員
の
交
流
を
盛
ん
に
し
、
教
育
、

研
究
の
連
携
を
推
進
す
る
。
そ
の
上
で
、
当
研
究
科
と
し
て
の
国
際
貢
献
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を

促
進
す
る
。
将
来
は
文
部
科
学
省
等
が
募
集
す
る
教
育
関
係
外
部
助
成
資
金
に
応
募
し
て
、
規
模
を
拡

大
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、
国
内
で
は
２
０
２
０
年
を
目
途
に
30
万
人
の
留
学
生
受
入
れ
を
目
指
す
文
部
科
学
省
支
援

国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）
に
は
国
立
７
大
学
、
私
立
６
大
学
、
計
13
大
学
が
採
択
さ

れ
、
国
際
競
争
力
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
近
畿
大
学
と
し
て
も
留
学
生
受
け
入
れ
態
勢
を
強
化
し
、

留
学
生
数
の
増
加
を
図
り
、
国
際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
急
務
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
政
府

主
導
で
ロ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
と
は
重
点
的
な
経
済
、
学
術
面
で
の
関
係
強
化
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
基
礎
と
し
て
、
研
究
科
と
し
て
よ
り
発
展
的
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
指
す
。
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